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 福島第一原子力発電所にはトリチウムを含む汚染水がすでに１００万トンを超えて貯留されている。トリチウム汚染水

は国際的な慣例・基準に則り希釈して環境（海洋、大気）へ放出することが科学的および工学的見地からは可能であ

るが、それが実行できていない現実がある。トリチウムの環境中の総量、原子力施設からの恒常的な放出量、トリチウ

ムの生物学的な影響を鍵として、トリチウム水問題の社会的側面を分析し議論する。 

キーワード：福島第一原子力発電所事故、トリチウム汚染水、トリチウムの健康影響、有機結合トリチウム	

 

1. 緒言 

	 福島第一原子力発電所事故で発生しているトリチウム汚染水は海洋や大気への放散ができず、すでに 100 万トン

を超える量が貯留されている。トリチウム水は世界中の現行の原子力発電所や再処理施設からも大量に日々発生し

ているが、希釈して放出することが国際的な慣行である。しかし、トリチウム水の環境放出は風評被害のみならず人々

の健康被害をもたらすとの言説が一部に流布している。本論では特に有機結合トリチウムの影響について論じる。	

2. トリチウム水の環境放出 

 国連科学委員会(UNSCEAR)によれば、この地球上のトリチウムの総量が出す放射能は約 1,275,000 兆 Bq(1.275×

1018Bq)である。これは純度１００％のトリチウム水に換算すれば、約２３kg(２３ℓ程度)に相当する。なお大気中で核実験

が行われていた 1945 年〜1964 年の間に発生したトリチウム量は(1.8-2.4)×1020Bq と推定されている。現在福島第一

原子力発電所にあるトリチウム水に含まれるトリチウムの量は約１０００兆 Bq である。この量は、世界の主な原子力施設

の各々から１年間に環境放出されているトリチウムを下回る量である(表１)。また福島第一原子力発電所ではすでにト

リチウムを含むサブドレン水は希釈して海洋放出してきてい

る。希釈すればサブドレン水とトリチウムを含む汚染水に差異

はない。 

3.  トリチウムの健康影響—有機結合トリチウムと生物濃縮— 

	 このようにトリチウムは恒常的に環境中に存在し、その環境と生物は共存してきた。しかし、最近問題になっている

のは有機成分として取り込まれた有機結合型のトリチウム（OBT：Organically Bound Tritium）である。トリチウム水の生

物学的半減期が約１０日であるのに対して、OBT のそれは 30〜45 日とされている。そして OBT は〝高度に生物濃縮

する〟という説が流布され 1)、 Twitter などでその噂が拡散された 2)。 

4. 結言  

 カナダの研究者が Chalk River 研究所からのトリチウムを含む廃液が流れ込む敷地内の Perch 湖の生物を調べた

ところ、様々な生物で OBT 濃度が似ているので、生物濃縮は起こりそうにないとした。また、別の研究チームが同湖の

様々な場所に移植されたムール貝を調べたところ、OBT 濃度は徐々に増加するが HTO 濃度を超えることがなかった

とした。このように有機結合トリチウムの〝高度な生体濃縮〟は科学的に否定されている。 
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